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『人格をつなぐのは、コトバ』 〜  『未来を生きる』 〜 

 

筆者は、振替休日の 2024年 11 月 4日 『南原繁研究会』代表を務める第 21回『南原繁シンポジウ

ム』(2024 年 11月 4日 学士会館に於いて) テーマ『あらためて戦争と平和を考える ー 世界にお

ける法秩序の脱構築をめぐって』に赴いた(画像)。 

 

『南原繁研究会』は、南原繁(1889-1974)没後 30年にあたる 2004年に発足した。 2024年は【南

原繁研究会発足 20 周年 ＆ 南原繁没後 50周年】でもある。 南原繁の息子【「南原実(1930年 11

月 12日〜2013年 11月 12日) & 南原晃(2016年ご逝去)】のお孫様も参加されていた。 

 

想えば、筆者は、南原繁没 30周年記念事業でスタートした『南原繁研究会』(2004 年) 以来、南

原実先生とは毎年、wifeと一緒にお逢いして、夕食をしながら、親しい深い学びの時が与えられ

た。 『未来を生きる君たちへ』(2005年発行；画像）も頂いた。 熟読したものである。 まさに、

筆者にとっては『未来に生きる君たちに』（南原実著）の貴重な得難い『人生の特別ゼミナール』

の時間であった。【『ふたりの人格をつなぐのは、コトバなのだ。―― コトバは、ついには、マ

ナザシのなかへと昇華する。」&「おろかな考えは偶然が運んでくるが、かしこいことばは 叡智か

らくる。」】が、鮮明に思い出される。 

 

『環境問題のバイブル』と言われる、アメリカの海洋生物学者：レイチェル・カーソ（Rachel Carson 

1907-1964）の『沈黙の春（Silent Spring）』（1962年）が出版され、日本語訳は、南原実先生

によって出版されている（ペンネームの為に知る人ぞ知る）。 筆者にとって『人生の宝物』であ

る。 忘れ得ぬ人生の良き想い出である。 

 

また、南原繁のお孫様(南原晃の息子御夫婦)は、東久留米での読書会にも参加され、新渡戸稲造

(1862-1933)『武士道』の第 12 章『自殺および腹仇の制度』の前半を音読して頂いたものである。 

車で池袋駅迄、送って頂いた。 それにしても、ご夫婦の会話は、ユニークで、大爆笑で、心が癒

された。  



 

 


